
《
目
的
》

　
深
地
層
研
究
計
画
の
第
３
段

階
で
平
成
26
年
度
か
ら
実
施
さ

れ
る
人
工
バ
リ
ア
性
能
確
認
試

験
の
過
程
や
仕
組
み
等
の
調
査

研
究
と
、
原
子
力
研
究
が
一
般

産
業
や
地
域
事
業
な
ど
で
有
効

活
用
が
出
来
な
い
か
、
そ
の
応

用
研
究
の
実
態
を
茨
城
県
東
海

村
に
あ
る
研
究
所
に
て
視
察
。

《
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
工
学
研
究
所
》

　
研
究
所
内
に
あ
る
地
層
処
分

基
盤
研
究
施
設
で
工
学
研
究
所

の
概
要
説
明
が
あ
り
、
先
の
東

日
本
大
震
災
に
よ
る
福
島
第
一

原
発
事
故
の
発
電
所
廃
止
措
置

に
向
け
た
研
究
開
発
や
福
島
住

民
へ
の
支
援
活
動
、
再
処
理
施

設
の
安
全
対
策
な
ど
が
新
た
に

取
り
組
ま
れ
て
い
た
。

　
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の

地
層
処
分
研
究
で
は
、
そ
の
処

分
方
法
や
研
究
開
発
の
実
態
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
中
で

も
、
東
濃
地
科
学
セ
ン
タ
ー
と

幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン
タ
ー
は

深
地
層
の
科
学
的
研
究
と
地
層

処
分
技
術
の
信
頼
性
向
上
や
、

安
全
評
価
手
法
の
高
度
化
に
関

す
る
研
究
開
発
の
た
め
に
重
要

な
研
究
施
設
で
あ
り
、
特
に
平

成
26
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
人

工
バ
リ
ア
性
能
確
認
試
験
は
、

深
地
層
処
分
研
究
で
は
大
変
重

要
に
な
る
実
験
研
究
で
あ
る
と

の
こ
と
。

　
ま
た
、
隣
の
地
層
処
分
放
射

化
学
研
究
施
設
で
は
、
実
際
に

放
射
性
廃
棄
物
を
使
っ
て
、
極

微
量
の
酸
素
し
か
含
ん
で
い
な

い
深
地
層
環
境
を
模
擬
し
た
グ

ロ
ー
ブ
ボ
ッ
ク
ス
内
で
放
射
性

物
質
の
化
学
特
性
や
、
移
動
時

の
様
々
な
係
数
を
測
定
し
て
い

た
。

　
こ
れ
ら
の
実
験
研
究
は
、
実

際
に
貯
蔵
処
分
し
た
時
の
安
全

評
価
と
し
て
大
切
な
研
究
で
あ

る
。

《
原
子
力
科
学
研
究
所
》

　
こ
こ
で
は
、
研
究
所
内
に
あ

総
務
文
教
常
任
委
員
会
道
外
視
察
研
修
報
告

総
務
文
教
常
任
委
員
会
道
外
視
察
研
修
報
告

る
産
学
連
携
サ
テ
ラ
イ
ト
施
設

を
視
察
し
た
。

　
こ
の
施
設
は
、
原
子
力
機
構

の
研
究
開
発
成
果
を
産
業
界
や

大
学
等
と
連
携
し
保
有
す
る
施

設
で
、
設
備
を
外
部
と
供
用
し

な
が
ら
共
同
研
究
や
受
託
研
究

を
行
い
、
民
間
企
業
等
へ
の
技

術
支
援
や
技
術
移
転
を
し
て
原

子
力
機
構
の
研
究
技
術
成
果
を

社
会
へ
還
元
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

　
平
成
10
年
度
か
ら
昨
年
度
ま

で
に
応
募
件
数
１
２
６
件
中
86

件
採
用
し
、
そ
の
内
39
件
を
製

品
化
し
て
い
る
。
そ
の
主
な
も

の
は
、
放
射
線
を
利
用
し
て
高

性
能
化
し
た
フ
ィ
ル
タ
ー
や
消

臭
剤
、
植
物
の
品
種
改
良
等
で
、

様
々
な
製
品
開
発
に
成
功
し
て

い
る
。

　
最
後
に
、
核
融
合
炉
技
術
を

利
用
し
た
高
感
度
ガ
ス
分
析
装

置
（
ブ
レ
ス
マ
ス
）
を
紹
介
さ

れ
た
。
外
形
は
１
㎡
程
度
の
装

置
だ
が
、
医
療
分
野
か
ら
農
業

分
野
、
工
業
分
野
ま
で
様
々
な

分
野
で
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。

　
５
月
の
暖
か
い
日
が
続
い
た

と
思
っ
た
ら
、
６
月
は
長
雨
が

続
き
、
牧
草
収
穫
は
ど
う
な
る

の
か
と
不
安
で
し
た
が
、
６
月

18
日
以
降
好
天
が
続
き
、
い
っ

き
に
収
穫
作
業
が
進
み
ま
し
た
。

　
さ
て
、
６
月
議
会
は
、
大
き

な
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。

　
宮
本
町
長
が
４
選
不
出
馬
を

表
明
し
、
だ
れ
が
町
長
に
立
候

補
す
る
の
か
が
、
幌
延
町
に
お

け
る
最
大
の
話
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
財
政
状
況
も
良
い
幌
延
町
に
、

今
町
民
が
何
を
期
待
し
て
、
何

を
行
う
の
か
。
議
会
と
し
て
も
、

残
り
の
任
期
を
町
民
の
暮
ら
し

と
生
活
の
向
上
の
た
め
に
、
議

論
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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幌
延
町
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臨
時
会

第４回
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◎
幌
延
町
認
定
こ
ど
も
園
建
設

工
事
契
約
に
つ
い
て

■
建
築
工
事
＝
９
６
２
・
３
２
㎡
。

平
成
27
年
１
月
30
日
ま
で
の
工

期
。
３
億
１
千
２
百
66
万
円
。

田
中
組
旭
川
支
店
。

■
電
気
工
事
＝
５
千
２
百
38
万

円
。
協
電
舎
。

■
機
械
設
備
工
事
＝
５
千
９
百

61
万
６
千
円
。
桜
井
冷
熱
機
械

株
式
会
社
。（
稚
内
市
）

　
病
院
を
解
体
し
た
業
者
が
、

そ
の
ま
ま
建
築
す
る
こ
と
に
な

た
。
何
か
利
点
は
あ
る
の
か
。

　
現
場
を
熟
知
し
て
い
る
。
水

道
や
下
水
道
関
係
も
把
握
し
て

い
る
。
メ
リ
ッ
ト
は
多
く
あ
る
。

　
指
名
競
争
業
者
が
６
社
と
い

う
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
会

社
を
指
名
し
た
の
か
。

　
稚
内
が
３
社
、
旭
川
が
３
社
。

　
道
路
に
大
型
車
の
出
入
り
等

が
あ
る
と
思
う
が
、
安
全
面
で

の
対
策
は
ど
う
か
。

　
解
体
の
時
に
出
入
り
し
た
、

旧
歯
科
病
棟
側
か
ら
の
出
入
り

と
な
る
。

　
１
月
30
日
ま
で
に
完
成
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
４
月
か
ら
の

運
用
開
始
に
向
け
て
の
外
構
工

事
や
遊
具
等
は
ど
う
対
応
す
る

の
か
。

　
12
月
ま
で
に
は
外
構
の
部
分
は

あ
る
程
度
ま
で
完
成
さ
せ
た
い
。

◎
平
成
26
年
度
職
員
住
宅
建
設

工
事
契
約
に
つ
い
て

■
建
築
工
事
＝
１
億
１
百
８
万

８
千
円
。
株
式
会
社
高
橋
建
設
。

◎
意
見
書

■
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
、
国
際
貿
易
交

渉
に
関
わ
る
意
見
書
。

◎
町
税
条
例
の
改
正

■
法
人
税
割
の
制
限
税
率
１
０

０
分
の
14
・
７
が
12
・
１
に
引

き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

町
の
税
率
も
12
・
１
に
改
正
す
る
。

■
軽
自
動
車
税
の
標
準
税
率
が

引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

平
成
27
年
度
か
ら
適
用
す
る
。

■
肉
用
牛
の
売
却
に
よ
る
事
業

所
得
に
関
わ
る
町
民
税
の
所
得

割
の
免
税
措
置
の
、
平
成
30
年

度
ま
で
の
３
年
間
の
延
長
。

■
14
年
を
経
過
し
た
軽
自
動
車

税
の
税
率
規
定
適
用
は
、
平
成

28
年
度
以
降
と
す
る
。

　
町
民
に
ど
う
周
知
徹
底
さ
せ

て
い
く
の
か
。

　
今
回
の
改
正
で
影
響
が
で
る

主
な
も
の
は
肉
用
牛
と
軽
自
動

車
税
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ

る
こ
と
と
、
広
報
誌
な
ど
で
周

知
し
た
い
。

◎
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

改
正

■
地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
が

４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
こ
と

に
伴
う
改
正
と
税
率
の
改
正
。

　
平
成
25
年
度
全
国
町
村
議
会

表
彰
式
が
平
成
26
年
２
月
６
日

の
全
国
議
長
会
定
期
総
会
の
席

上
で
挙
行
さ
れ
、
全
国
28
団
体

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
別
表
彰
２
議
会
、
議
会
表

彰
26
議
会
の
内
、
本
町
議
会
も

他
の
規
範
と
な
る
議
会
と
し
て

議
会
表
彰
さ
れ
、５
月
12
日(

月)

の
第
３
回
幌
延
町
議
会
臨
時
会

終
了
後
、
議
場
に
お
い
て
宗
谷

町
村
議
会
議
長
会
会
長
の
山
須

田
猿
払
議
長
よ
り
伝
達
さ
れ
た
。

　
今
後
と
も
、
議
員
一
同
、
ま

ち
づ
く
り
や
地
域
の
再
生
、
福

祉
の
向
上
な
ど
の
た
め
、
微
力

な
が
ら
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

幌
延
町
議
会
が

平
成
25
年
度

全
国
町
村
議
会

表
彰
を
受
賞

幌
延
町
議
会
が

平
成
25
年
度

全
国
町
村
議
会

表
彰
を
受
賞

　
町
村
議
会
議
長
と
し
て
７
年

以
上
、
議
会
議
員
と
し
て
15
年

以
上
に
わ
た
り
、
町
の
発
展
に

寄
与
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、

次
の
と
お
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
の
伝
達
は
、
６
月
17
日

（
火
）
の
町
議
会
定
例
会
に
先
立

ち
、
議
場
に
お
い
て
議
長
に
は

植
村
副
議
長
か
ら
、
議
員
に
は

野
々
村
議
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
表

彰
状
が
手
渡
さ
れ
た
。

　
議
長
７
年
　
野
々
村
仁
議
長

　
議
員
15
年
　
吉
原
哲
男
議
員

　
　
　
　
　
　
鷲
見
　
悟
議
員

議
長
及
び
２
議
員

が
北
海
道
町
村
議
会

議
長
会
の
自
治
功
労

表
彰
を
受
賞

議
長
及
び
２
議
員

が
北
海
道
町
村
議
会

議
長
会
の
自
治
功
労

表
彰
を
受
賞

▶
野
々
村
議
長
へ
議
長
７
年
表
彰

吉
原
議
員
、
鷲
見
議
員
へ

議
員
15
年
表
彰
▼

平
成
26
年
４
月
24
日

　
７
月
４
日
、
札
幌
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
町

村
議
会
議
員
研
修
会
が
行
わ
れ

た
。
幌
延
町
か
ら
は
９
名
の
議

会
議
員
と
、
事
務
局
２
名
が
参

加
し
た
。

　
今
回
の
講
師
は
「
議
会
改
革

の
こ
れ
か
ら
」
と
題
し
て
法
政

大
学
の
廣
瀬
克
哉
教
授
が
、「
こ

れ
か
ら
の
日
本
の
政
治
」
と
題

し
て
橋
本
五
郎
読
売
新
聞
特
別

編
集
委
員
が
講
演
し
た
。
廣
瀬

氏
は
、
北
海
道
の
栗
山
町
議
会

が
全
国
に
先
駆
け
て
（
９
年
前
）

議
会
の
持
て
る
機
能
を
十
分
に

駆
使
し
て
自
治
体
事
務
の
立
案
、

決
定
、
評
価
に
お
け
る
論
点
、

争
点
を
広
く
町
民
に
明
ら
か
に

し
た
議
会
基
本
条
例
に
つ
い
て

解
説
し
、
条
例
の
本
来
的
意
味

を
力
説
し
て
い
た
。
橋
本
氏
は
、

安
倍
内
閣
の
評
価
、
消
費
税

８
％
へ
の
引
き
上
げ
、
秘
密
保

護
法
、
集
団
的
自
衛
権
の
解
釈

変
更
と
閣
議
決
定
の
問
題
点
に

ふ
れ
て
い
た
。

平
成
26
年
度
北
海
道

町
村
議
会
議
員
研
修
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

平
成
26
年
度
北
海
道

町
村
議
会
議
員
研
修
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
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答
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